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A 駅

現状

ケース１：自宅⇔駅間の交通

ケース２：駅⇔目的地間の交通

シェアサイクルの普及

現状 シェアサイクルの普及

駐輪場定期

・利用駅・エリアの固定
・膨大な駐輪台数の確保

・利用駅・エリアの固定
・目的のみ済ませて帰ってしまう機会損失

・利用駅・エリアの多様化
・駐輪場のスリム化
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・利用駅・エリアの多様化
・回遊行動、派生的な活動の誘発

C 駅
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目的地 1
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